
平大認知症カフェでは、

分かりやすく、
認知症サポーター養成講座を
少しずつ連続して行います。

褒成講座Jを受けた人が です。

とくに認知症サポーターにはなにかを特別にやつてもらうものではありません。認知症を正
しく理解してもらい、認矢目症の人や家族を温かく見守る応援者になつてもらいます。そのうえ
で、自分のできる範囲で活動できればいいのです。たとえば、友人や家族にその知識を伝える
、認知症になつた人や家族の気持ちを理解するよう努める、隣人あるいは商店 。交通機関等、
まちで働く人として、できる範囲で手助けをする、など活動内容は人それぞれです。
また、サポーターのなかから地域のリーダーとして、まちづくりの担しヽ手が育つことも期待
されます。なお、認知症サポーターには認知症を支援する「目印」として、ブレスレット (オ
レンジリング)をつけてもらいます。この「オレンジリング」が連繋の「印」になるようなま
ちを目指します。

『認知症サポーターキャラノヽン ホームページより』
※今年度は、3回シリーズの6講座ですが、
第2回 (今年12月 3日 )、 第3回 (来年 2月 18日 )からでも参加できます。

平大認知症カフェでは、専門職 (医療・介護 。福祉)に直接質問したり、
相談したりできます。
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認知症サポーター

養成講座会場
【3101教室】

車でお越しの方ヘ
正門から   の方向へお入りください。
誘導係がおりますので、指示に従つてくださ

い。

縦列駐車をしていただきます。

終了後は、西門を開放し、そちらから退出
してもらしヽます。


